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(57)【要約】
　自動洗浄のドラム式洗濯機は、少なくとも同軸に設置
されるドラム（１）および外槽（９）を含み、ドラム（
１）および外槽（９）の間に洗浄顆粒（２３）が設けら
れる。前記ドラム（１）および外槽（９）の間の相対す
る構造は、いずれも平滑構造である。前記ドラム（１）
底部にフランジ（２）が設けられ、フランジ（２）はド
ラム（１）と固定接続される。フランジ（２）表面は平
滑構造であるか、または前記ドラム底部の外側に密閉の
空洞が設けられ、前記フランジ（２）は空洞内に設置さ
れる。前記空洞の中心に軸孔（４）が設けられ、ドラム
軸（３）は該軸孔（４）を通過して空洞に進入し、フラ
ンジ（２）と接続する。内外槽の間は平滑構造で、汚れ
の付着に不利であり、洗浄顆粒がドラム（１）の外壁お
よび外槽（９）の内壁を洗浄するのに有利である。
【選択図】図1
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも同軸に設置されるドラムおよび外槽を含む、自動洗浄のドラム式洗濯機であ
って、ドラムおよび外槽の間に洗浄顆粒が設けられ、前記ドラムおよび外槽の間の相対す
る構造はいずれも平滑構造であることを特徴とする洗濯機。
【請求項２】
　前記ドラム底部にフランジが設けられ、フランジがドラムと固定接続され、前記ドラム
の側壁の外側が平滑構造であり、前記フランジの表面が平滑構造であることを特徴とする
、請求項１に記載の自動洗浄のドラム式洗濯機。
【請求項３】
　前記ドラム底部にフランジが設けられ、フランジがドラムと固定接続され、前記ドラム
底部の外側に密閉の空洞が設けられ、前記フランジが空洞内に設置され、前記空洞の外壁
が平滑構造であることを特徴とする、請求項１に記載の自動洗浄のドラム式洗濯機。
【請求項４】
　前記ドラム底部が無孔構造であり、ドラム底部にドラム内部にくぼんだくぼみが設けら
れ、前記フランジが該くぼみ内に設置され、くぼみの開口部分に密封板が設けられ、前記
くぼみと密封板との間が密閉空洞であり、前記密封板の外側の一側が平滑平面または円滑
曲面であり、好ましくは、前記くぼみ形状はフランジ形状と同じであり、ドラム底部の内
側に、フランジの形状と同じで、内向きの突起を有することを特徴とする、請求項３に記
載の自動洗浄のドラム式洗濯機。
【請求項５】
　前記密封板がボルトでフランジに固定されるか、または前記フランジおよび前記密封板
は一体構造であり、好ましくは、前記フランジの１つの端面が延伸して、前記密封板を形
成する平板となり、好ましくは、前記密封板の中心にドラム軸の軸孔が設けられ、ドラム
軸が該軸孔を通過して空洞に進入し、フランジと接続することを特徴とする、請求項３に
記載の自動洗浄のドラム式洗濯機。
【請求項６】
　前記ドラム底部が無孔構造であり、ドラム底部の外側が平面構造であり、前記フランジ
がドラム底部の外側に設置され、フランジの外部に鉢状の筐体が設けられ、筐体の開口が
ドラム底部と密封接続し、前記筐体とドラム底部との間が密閉空洞であり、前記筐体の中
心にドラム軸の軸孔が設けられ、ドラム軸が該軸孔を通過して空洞に進入し、フランジと
接続することを特徴とする、請求項３に記載の自動洗浄のドラム式洗濯機。
【請求項７】
　前記軸孔とドラム軸との間に第１ガスケットが設けられ、前記密封板または筐体と、ド
ラム底部との間に第２ガスケットが設けられることを特徴とする、請求項４～６のいずれ
か１項に記載の自動洗浄のドラム式洗濯機。
【請求項８】
　前記外槽底部の内側が平滑平面または滑らかな曲面であり、好ましくは、外槽内部の最
低部分に加熱管の空洞が設けられ、前記加熱管の空洞が垂直方向に沿って下にくぼんだく
ぼみであり、くぼみ内に加熱管が設置され、くぼみの開口部分にカバー板が設けられ、カ
バー板のドラム側の一側は平滑平面または円滑曲面であり、好ましくは、前記カバー板は
熱伝導性が良好な金属板であることを特徴とする、請求項１～７のいずれか１項に記載の
自動洗浄のドラム式洗濯機。
【請求項９】
　前記カバー板に外槽内部および加熱管の空洞をつなげる開口が設けられ、カバー板の開
口部分は円滑に移行して、加熱管の空洞底部から一定距離になるまで下に延伸し、該距離
が洗浄顆粒の最小直径より小さいことを特徴とする、請求項８に記載の自動洗浄のドラム
式洗濯機。
【請求項１０】
　前記加熱管の空洞の最低部分に排水口が設置され、カバー板が排水口の上方に位置し、
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カバー板の開口は排水口の位置に対応し、カバー板の開口部分が円滑に移行して、排水口
から一定距離になるまで下に延伸し、該距離が洗浄顆粒の最小直径より小さいことを特徴
とする、請求項９に記載の自動洗浄のドラム式洗濯機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は洗濯機分野に関し、特に自動洗浄のドラム式洗濯機である。
【背景技術】
【０００２】
　人々の生活レベルが日ごとに向上するのに伴い、洗濯機はすでに家庭で必須の家電の一
つとなっており、多くの人が洗濯機を衣類洗浄の主要な手段としている。洗濯機が衣類を
洗浄するのと同時に、洗濯機内、特にドラムの外壁および外槽の内壁に多くの汚れが堆積
する。時間が経つのに伴って、これらの汚れも次第に多くなり、衣類洗浄時に二次汚染が
生じる。洗濯機が衣類を洗浄するとき、大量の汚れが洗濯水中に溶解し、ドラムの通水孔
を通過して外槽に進入し、汚れの一部がドラムの外壁および外槽の内壁に堆積する。特に
内外槽の底部分は、凹凸で平らでないため、より汚れが堆積しやすい。時間が経つと、外
槽の内壁に堆積する汚れは次第に多くなり、次回の衣類洗浄時に、一部の槽壁の汚れが洗
濯水中に溶解する。さらには洗濯水の二次汚染を引き起こし、健康面に深刻な影響を及ぼ
す。
【０００３】
　洗濯技術は急速に発展し、短期間で大幅な進歩を遂げているが、洗濯機の外槽に堆積し
た汚れをより良好に除去する方法はない。既存の洗濯機は、多くが槽洗浄剤を使用し、ド
ラムの回転を組み合わせて、水流で洗い流すことにより、槽を簡単に洗浄するが、槽壁の
汚れは少量しか除去することができない。いくつかの洗濯機は簡単な槽洗浄装置を備えて
いるが、人の手で取り付け、取り外す必要がある。内外槽の底部を洗浄することはできず
、使用は比較的面倒である。
【０００４】
　中国特許出願番号第２００９２００４７２０５．Ｘ号の実用新案特許は、自動洗浄機能
を有するドラム式洗濯機を開示している。洗濯機の外観を形成する筐体と、筐体中に設置
される外槽と、外槽内に回転可能に設置され、衣類を洗濯するドラムとを含む。筐体の前
カバーにドアが取り付けられ、前カバーの上方に洗濯機の操作プログラムを調整すること
ができる操作パネルが設置される。ドラムに差込孔が設けられ、差込孔中に、ドラムが回
転するとき、外槽の内壁を洗うことができる洗浄装置が設置される。該ドラム式洗濯機は
洗浄するとき、洗浄の死角が無く、槽部材を取り外す必要はなく、必要な水量は比較的少
ない。しかし、ドラム底部および外槽底部の内側間の汚れを洗浄することができない。
【０００５】
　既存のいくつかの洗濯機は内外槽の間に洗浄顆粒を設けて、内外槽の間を洗浄する。し
かし、ドラム底部はフランジであり、フランジの一般的な構造は複雑で、角が比較的多い
。洗浄顆粒を挟みやすく、端部も洗浄顆粒を破壊しやすい。
【０００６】
　このことを考慮して、本発明を示す。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】中国特許出願番号第２００９２００４７２０５．Ｘ号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、既存技術の不足を克服することであり、自動洗浄洗濯機のドラムおよ
び洗濯機を提供する。
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【課題を解決するための手段】
【０００９】
　該目的を実現するため、本発明は以下の技術案を採用する。自動洗浄のドラム式洗濯機
は、少なくとも同軸に設置されるドラムおよび外槽を含み、ドラムおよび外槽の間に洗浄
顆粒が設けられる。前記ドラムおよび外槽の間の相対する構造は、いずれも平滑構造であ
る。
【００１０】
　前記ドラム底部にフランジが設けられ、フランジはドラムと固定接続される。前記ドラ
ムの側壁の外側は平滑構造であり、前記フランジの表面は平滑構造である。
【００１１】
　前記ドラム底部にフランジが設けられ、フランジはドラムと固定接続される。前記ドラ
ム底部の外側に密閉の空洞が設けられ、前記フランジは空洞内に設置され、前記空洞の外
壁は平滑構造である。
【００１２】
　前記ドラムの底部は無孔構造であり、ドラム底部にドラム内部にくぼんだくぼみが設け
られる。前記フランジは該くぼみ内に設置され、くぼみの開口部分に密封板が設けられる
。前記くぼみと密封板との間は密閉空洞であり、前記密閉板の外側の一側は平滑平面また
は円滑曲面である。好ましくは、前記くぼみ形状はフランジ形状と同じであり、ドラム底
部の内側に、フランジ形状と同じで、内向きの突起を有する。
【００１３】
　前記密封板はボルトでフランジに固定されるか、または前記フランジおよび前記密封板
は一体構造である。好ましくは、前記フランジの１つの端面が延伸して、前記密封板を形
成する平板になる。好ましくは、前記密封板の中心にドラム軸の軸孔が設けられ、ドラム
軸は該軸孔を通過して空洞に進入し、フランジと接続する。
【００１４】
　前記ドラム底部は無孔構造であり、ドラム底部の外側は平面構造であり、前記フランジ
はドラム底部の外側に設置される。フランジの外側に鉢状の筐体が設けられ、筐体の開口
はドラム底部と密封接続し、前記筐体とドラム底部との間は密閉空洞である。前記筐体の
中心にドラム軸の軸孔が設けられ、ドラム軸は該軸孔を通過して空洞に進入し、フランジ
と接続する。
【００１５】
　前記軸孔とドラム軸との間に第１ガスケットが設けられ、前記密封板または筐体と、ド
ラム底部との間に第２ガスケットが設けられる。
【００１６】
　前記外槽底部の内側は、平滑平面または滑らかな曲面である。好ましくは、外槽内部の
最低部分に加熱管の空洞が設けられ、前記加熱管の空洞は垂直方向に沿って下にくぼんだ
くぼみである。くぼみ内に加熱管が設置され、くぼみの開口部分にカバー板が設けられる
。カバー板のドラム側の一側は平滑平面または円滑曲面であり、好ましくは、前記カバー
板は熱伝導性が良好な金属板である。
【００１７】
　前記カバー板に、外槽内部および加熱管の空洞をつなげる開口が設けられる。カバー板
の開口部分は円滑に移行して、加熱管の空洞底部から一定距離になるまで下に延伸し、該
距離は洗浄顆粒の最小直径より小さい。
【００１８】
　前記加熱管の空洞の最低部分に排水口が設置され、カバー板は排水口の上方に位置し、
カバー板の開口は排水口の位置と対応する。カバー板の開口部分は円滑に移行して、排水
口から一定距離になるまで下に延伸し、該距離は洗浄顆粒の最小直径より小さい。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明の前記技術案を採用すると、以下の有益な効果がもたらされる。
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　１、本発明の前記フランジは、密封の空洞内に設置される。ドラム底部と外槽との間は
平滑平面で、汚れの付着に不利である。汚れの死角が形成されるのを防止し、洗浄顆粒が
ドラムの外壁および外槽の内壁を洗浄するのに有利である。
【００２０】
　２、本発明の前記ドラムと外槽との間は、洗浄顆粒によりドラムの外壁および外槽の内
壁が洗浄される。ドラムが回転すると、洗浄顆粒が絶えず内外槽壁を摩擦し、汚れの堆積
を効果的に防止することができる。内外槽の清潔さを保持し、衣類に対する二次汚染が生
じない。槽部材を取り外す必要はなく、操作が便利である。
【００２１】
　３、本発明は、前記外槽における加熱管の空洞にカバー板を設け、汚れが加熱管の空洞
内に進入するのを効果的に阻害する。洗浄顆粒が加熱管の空洞に進入し、加熱管と接触す
るのを阻止することもでき、加熱管の温度が高すぎて、洗浄顆粒が破壊されるのを防止す
る。糸屑が加熱管の空洞に進入し、加熱管に絡みつくのを阻止することもでき、糸屑が加
熱管に影響を及ぼすのを防止する。
【００２２】
　以下に、図を組み合わせて、本発明の具体的実施方式について、さらに詳細に記載する
。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】図１は、本発明のドラムの構造分解図である。
【図２】図２は、本発明の洗濯機構造の概要図である。
【図３】図３は、本発明の洗濯機構造（筐体を除く）の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　本発明の前記自動洗浄のドラム式洗濯機は、少なくとも同軸に設置されるドラム１およ
び外槽９を含み、ドラム１および外槽９の間に洗浄顆粒が設けられる。前記ドラム１およ
び外槽９の間の相対する構造は、いずれも平滑構造である。ドラム１および外槽９の間を
平滑構造にすると、汚れが付着しにくく、またドラム１および外槽９の間に洗浄顆粒を設
けると、洗浄顆粒はドラムの外壁および外槽の内壁を容易に洗浄する。凹凸の構造により
汚れが堆積し、洗浄顆粒による洗浄が不十分で、汚れの死角が形成されて細菌が繁殖し、
衣類洗浄時、衣類が汚染されるのを防止する。
【実施例】
【００２５】
　実施例１
　ドラム１底部にフランジ２が設けられ、フランジ２はドラム１と固定接続される。前記
ドラム１の側壁の外側は平滑構造であり、前記フランジ２の表面は平滑構造である。フラ
ンジは通常凸凹で平らでない構造であるため、汚れがより堆積しやすく、時間がたつと、
フランジに堆積する汚れは次第に多くなる。ここでは、ドラムとドラムとの間に洗浄顆粒
が追加される。フランジの一般的な構造は複雑であり、角が比較的多く、洗浄顆粒を挟み
やすく、端部も洗浄顆粒を破壊しやすい。ここでは、フランジ２を平滑構造にし、その外
表面を平滑な平面または曲面にすることができ、汚れが付着しにくく、また洗浄顆粒がフ
ランジの外壁を洗浄するのに有利である。凸凹の構造により汚れが堆積し、洗浄顆粒によ
る洗浄が不十分で、汚れの死角が形成されて細菌が繁殖し、衣類洗浄時、衣類が汚染され
るのを防止する。フランジの凸凹で平らでない端部が洗浄顆粒を挟むか、または洗浄顆粒
を破壊するのを防止する。
【００２６】
　実施例２
　本発明の前記自動洗浄洗濯機のドラムは、ドラム１底部にフランジ２が設けられ、フラ
ンジ２はドラム１と固定接続される。前記ドラム１底部の外側に密閉の空洞が設けられ、
前記フランジ２は空洞内に設置され、前記空洞の外壁は平滑構造である。前記空洞の中心
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に軸孔４が設けられ、ドラム軸３は該軸孔４を通過して空洞に進入し、フランジ２と接続
する。
【００２７】
　ドラム底部のフランジは多くが三角形状であり、ドラム底部の外側に設置され、ドラム
およびドラム軸を接続し、ドラム強度を増強させる。ドラム軸およびドラムが直接接続す
ると、トルクが大きすぎるためにドラムが損傷するのを防止する。フランジの中心に近い
部分はドラム軸と接続し、中心から離れた部分はドラムと接続する。ドラムと外槽との間
は、洗濯およびすすぎ時に水を有し、フランジは通常凸凹で平らでない構造であるため、
汚れがより堆積しやすく、時間が経つと、フランジに堆積する汚れは次第に多くなる。こ
こでは、ドラムとドラムとの間に洗浄顆粒が追加される。フランジの一般的な構造は複雑
であり、角が比較的多く、洗浄顆粒を挟みやすく、端部も洗浄顆粒を破壊しやすい。
【００２８】
　本発明は、ドラム１底部の外側に密閉の空洞が設けられ、フランジ２は空洞内に設置さ
れる。このようにドラム底部は平滑構造であり、汚れは付着しにくく、また洗浄顆粒がド
ラムの外壁を洗浄するのに有利である。
【００２９】
　ドラム１底部は無孔構造であり、底部の空洞の密封を保証する。ドラム１底部に、ドラ
ム１内部にくぼんだくぼみ５が設けられ、前記フランジ２は該くぼみ５内に設置される。
くぼみ５の開口部分に密封板６が設けられ、前記くぼみ５と密封板６との間は密封空洞で
ある。前記密封板６の外側の一側は平滑平面または円滑曲面である。このように、凹凸で
平らでないフランジをくぼみ５内に封入することができ、また構造が簡単で、取付が便利
である。
【００３０】
　前記密封板６は、ボルトでフランジ２に固定される。密封板６の円周に複数のボルト孔
６１が設けられ、ボルト６３で密封板６をフランジ２に固定接続する。このうちボルト６
３とボルト孔６１との間にボルト孔のガスケットが設置され、洗濯水が密封空洞内に進入
し、長い時間でフランジ２が錆び、腐食するのを防止する。
【００３１】
　フランジ２および前記密封板６は一体構造であり、好ましくは前記フランジ２の１つの
端面が延伸し、前記密封板６を形成する平板になる。このような設置は、フランジ２およ
び密封板６をボルトで接続する必要はなく、接続部分に引き起こされる漏水の問題を徹底
的に防止することができ、また取付工程はより簡単になる。
【００３２】
　軸孔４とドラム軸３との間に第１ガスケット７が設けられ、軸孔４とドラム軸３との間
はダイナミックシールである。前記密封板６と前記くぼみ５の開口との間に第２ガスケッ
ト８が設けられ、密封板６と前記くぼみ５の開口との間はスタティックシールである。密
封構造により、洗濯水およびすすぎ水が密封空洞内に進入しないことを保証し、ドラムの
使用寿命を延長させることができる。
【００３３】
　くぼみ５形状はフランジ２形状と同じであり、ドラム１底部の内側に、フランジ２形状
と同じで、内向きの突起を有する。フランジの形状は中間が円形で、外周に放射状に分布
する複数の凸リブを有し、好ましくは３つである。このようにドラム１底部の内側に、中
心から外側に放射して分布する複数の突起を有する。ドラムが回転するとき、これらの突
起は衣類を上昇させる作用を示すことができる。衣類は一定高度まで上昇した後、重力の
作用で落下し、たたきつけ、摩擦が生じ、衣類の洗浄比が向上する。
【００３４】
　またはドラム１底部は無孔構造であり、ドラム１底部の外側は平面構造である。前記フ
ランジ２はドラム１底部の外側に設置され、フランジ２の外側に鉢状の筐体が設けられる
。筐体の開口はドラム１底部と密封接続され、前記筐体とドラム１底部との間は密閉空洞
である。前記筐体の中心にドラム軸３の軸孔４が設けられ、ドラム軸３は該軸孔を通過し
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て空洞に進入し、フランジ２と接続する。該種の構造はドラム１底部が平面構造であり、
加工が簡単で、加工工程が簡単で、操作しやすい。
【００３５】
　実施例３
　本発明の上記ドラムを有する前記洗濯機は、外側に外槽９が設けられるドラム１を含み
、前記ドラム１および外槽９の間に洗浄顆粒が設けられる。洗濯およびすすぎのとき、洗
浄顆粒は水中で運動し、ドラム１の外壁および外槽９の内壁と摩擦、衝突して、これらの
表面を効果的に洗浄し、汚れの堆積を防止する。前記ドラムの外壁および前記外槽の内壁
はいずれも平滑構造であり、平滑構造にして、大幅に汚れの付着を低下させることができ
る。たとえ付着しても、平滑構造は洗浄もしやすく、死角となることはなく、汚れが蓄積
した死角に細菌が繁殖するのを防止する。
【００３６】
　外槽９底部の内側は、平滑平面または滑らかな曲面である。好ましくは外槽内部の最低
部分に加熱管の空洞が設けられ、前記加熱管の空洞１０は、垂直方向に沿って下にくぼん
だくぼみである。くぼみ内に加熱管が設置され、くぼみの開口部分にカバー板１２が設け
られ、カバー板１２のドラム側の一側は平滑平面または円滑曲面である。ドラム式洗濯機
は、洗濯洗剤の酵素活性を高めて洗浄比を高めるため、外槽９内に加熱管１７を設置して
、洗濯水を加熱する。加熱管１７は外槽の最低部分に設置されるが、ドラム１および外槽
９の間に洗浄顆粒を設ける場合、洗浄顆粒は加熱管に挟まりやすく、また加熱管の温度が
高く、洗浄顆粒が破壊されることもある。底部のくぼみの角部分に、汚れがより蓄積しや
すいため、加熱管の空洞１０にカバー板１２を設置して、汚れが加熱管の空洞１０内に進
入するのを効果的に阻止する。洗浄顆粒が加熱管の空洞１０に進入して加熱管と接触する
のを阻止することもでき、加熱管の温度が高すぎて洗浄顆粒が破壊されるのを防止する。
糸屑が加熱管の空洞１０に進入して加熱管に絡みつくのを防止することもでき、糸屑が加
熱管に影響を及ぼすのを防止する。
【００３７】
　前記カバー板１２は熱伝導性が良好な金属板であり、カバー板１２および加熱管１７の
間に水を充満する。以前の加熱管１７および水の接触面積と比較して、金属板の面積は明
らかに増大する。金属板がドラム１内の水を間接的に加熱するのに相当し、加熱面積は比
較的大きく、ドラム１内の水の温度はより均等である。
【００３８】
　カバー板１２に外槽９内部および加熱管の空洞１０をつなげる開口１３が設けられ、外
槽９内の水は開口１３を通過して加熱管の空洞１０に進入することができ、内部の水が加
熱される。カバー板１２の開口１３部分は円滑に移行して、加熱管の空洞１０底部から一
定距離になるまで下に延伸する。水は、該距離により形成される空隙を通過して、加熱管
の空洞１０に進入することができる。該距離は洗浄顆粒２３の最小直径より小さく、洗浄
顆粒２３が加熱管の空洞１０に進入するのを阻止することができる。
【００３９】
　加熱管の空洞１０の最低部分に排水口２４が設置され、カバー板１２は排水口２４の上
方に位置し、カバー板１２の開口１３は排水口２４の位置に対応する。排水時、外槽９内
の水は直接排水口に進入することができ、パイプの角が比較的多く、抵抗が増大するのを
防止することができる。カバー板１２の開口１３部分は円滑に移行して、排水口２４から
一定距離になるまで下に延伸する。該距離は洗浄顆粒の最小直径より小さく、洗浄顆粒２
３が加熱管の空洞１０に進入するのを阻止することができる。
【００４０】
　排水口２４部分に洗浄顆粒収集空洞１１が設置され、収集空洞１１は排水ホース１４を
介して排水ポンプ１５とつながり、排水ポンプ１５は洗濯機の排水管２２と接続する。収
集空洞１１と排水ホース１４との間に、洗浄顆粒が排水ホースに進入するのを阻止する棒
状の遮断板１６が取り付けられ、棒状の遮断板１６の間の隙間は洗浄顆粒の最小直径より
小さい。洗浄顆粒２３が排水ポンプに進入し、洗浄顆粒２３が壊れるか、または排水ポン
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【００４１】
　以上の記載は、本発明の好ましい実施方式に過ぎない。当業者は、本発明の原理を逸脱
しない前提の下、数種の変更および改良を行うこともできるが、これも本発明の保護範囲
と見なすべきであると指摘しなければならない。
【符号の説明】
【００４２】
　１　ドラム
　２　フランジ
　３　ドラム軸
　４　軸孔
　５　くぼみ
　６　密封板
　６１　ボルト孔
　６２　ボルト孔のガスケット
　６３　ボルト
　７　第１ガスケット
　８　第２ガスケット
　９　外槽
　１０　加熱管の空洞
　１１　収集空洞
　１２　カバー板
　１３　開口
　１４　排水ホース
　１５　排水ポンプ
　１６　遮断板
　１７　加熱管
　１８　筐体
　１９　ドア体
　２０　駆動装置
　２１　取水管
　２２　排水管
　２３　洗浄顆粒
　２４　排水口
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